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都市問題の解決に向けた国際連携と地域からの発信 

～アジアとの都市間連携を支える大学の役割とは？～ 

アカデミックコンソーシアム国際シンポジウムを開催 

各国大学学生による学生フォーラム初開催 

 

  横浜市立大学は、平成 27 年 9 月 12 日に「持続可能な都市のための地球的連携と地域からの発信」をテ

ーマにした国際シンポジウムを開催します。このシンポジウムは、横浜市立大学が創設した大学間ネッ

トワークである「アカデミックコンソーシアム（詳細は裏面を参照）」のイベントで、毎年各国で開催し

ており、今年は 5年ぶりに横浜で開催します。 

今回のシンポジウムでは、アジア各国で TOP レベルを誇る参加大学が集まり、横浜市等が展開する都

市間連携を支える大学の役割について、具体的な取り組みを交えて考えます。さらに評論家としても活

躍する多摩大学学長の寺島実郎氏をお招きし、ご講演いただきます。 

また、シンポジウムの前日には、アカデミックコンソーシアム初の試みとして、参加大学の学生を主

役にした国際学生フォーラムを開催し、横浜市立大学生による英語での海外フィールドワークの成果発

表会や、各国学生によるディスカッション等、学生たちによる国際交流を深めます。 

 

【国際シンポジウムプログラム概要】（同時通訳あり）     

開催日時  平成２７年９月１２日（土）１０時～１２時２０分 

テ ー マ  「持続可能な都市のための地球的連携と地域からの発信」  

会  場  横浜市開港記念会館（横浜市中区本町１丁目６番地） 

定  員  ３００名 

主  催  横浜市立大学 

共  催  横浜市政策局 

後  援  アジア開発銀行（ADB）（予定）、公益財団法人 地球環境戦略研究機関(IGES)、 

独立行政法人 国際協力機構(JICA) 

 

お問い合わせ先 

グローバル推進課 課長     富田 勇一 Tel 045-787-8943 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平成 27 年 7 月 27 日
グ ロ ー バ ル 推 進 課

【過去開催の様子】 

【寺島実郎氏】 
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 要申込  
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寺島 実郎
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■申込方法：

 

 申込不要 
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